
平成22年 夏　　維新タイムズ　Vol.1 （2）
　
府
域
の
再
編
を
進
め
る
た
め

に
は
、
大
阪
府
庁
と
大
阪
市
役

所
の
解
体
と
再
編
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

　
大
阪
市
役
所
は
広
域
自
治
体

と
基
礎
自
治
体
の
両
方
の
性
質

を
有
し
て
い
ま
す
。
広
域
自
治

体
と
し
て
み
る
と
、
大
阪
市
役

所
の
莫
大
な
資
産
や
人
材
は
大

阪
市
域
で
し
か
使
え
ず
、
周
辺

部
と
一
体
に
な
っ
た
発
展
の
チ

な
く
、組
織
を
一
つ
に
再
編
し
、

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

に
よ
っ
て
大
阪
の
危
機
を
打
開

し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
既
成
政
党

の
枠
組
み
の
中
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
規
制
や
利
害
の
対
立
が
生

じ
、
理
想
と
す
る
自
治
体
の
姿

は
求
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
関
わ
ら

ず
地
域
自
ら
が
考
え
る
「
グ
レ

ー
タ
ー
大
阪
」
を
政
策
の
柱
と

し
た
「
大
阪
維
新
の
会
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　
大
阪
の
府
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
は
、
こ
の
10
年
で
２
・
41

兆
円
減
少
し
て
い
ま
す
（
図

①
）。
府
民
一
人
当
た
り
の
所

得
も
平
成
８
年
の
３
５
７
万

円
か
ら
平
成
18
年
の
３
０
８
万

円
へ
約
50
万
円
減
少
し
て
い
ま

す
。
大
阪
市
だ
け
み
れ
ば
、
減

少
の
幅
は
さ
ら
に
大
き
く
約
68

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東
京

と
比
較
す
る
と
大
阪
市
の
凋
落

ぶ
り
は
さ
ら
に
明
確
に
な
り
ま

す
。
平
成
８
年
の
大
阪
市
の
一

人
当
た
り
の
所
得
は
４
１
２
万

円
で
、
東
京
の
４
２
７
万
円
と

大
き
な
差
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
平
成
18
年
に

は
東
京
４
８
２
万
円
に
対
し
大

阪
市
３
４
４
万
円
と
約
１
４
０

万
円
も
の
差
が
開
い
て
し
ま
い

ま
し
た
（
図
②
）。

　
優
秀
な
人
材
の
流
入
や
将
来

性
の
あ
る
企
業
の
立
地
を
促
す

こ
と
も
で
き
ず
、
企
業
の
流
出

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
も
で

き
な
か
っ
た
結
果
、
多
く
の
生

活
指
標
が
悪
化
し
（
全
国
最
高

の
生
活
保
護
率
、
低
い
消
費
支

出
、
高
い
完
全
失
業
率
等
）
貧

困
が
再
生
産
さ
れ
る
最
悪
の
事

態
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　
大
阪
は
一
地
域
で
あ
り
な
が

ら
、
ア
ジ
ア
や
中
東
の
中
規
模
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大
阪
維
新
が
必
要
な
理
由

〜
大
阪
の
危
機
的
な
状
況
〜

ャ
ン
ス
を
逃
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
み
て

も
規
模
が
大
き
す
ぎ
て
、
市
長

が
日
常
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
き
め
細
か
く
対
応
を
す
る

の
は
難
し
く
、
住
民
に
身
近
な

区
長
に
は
お
役
人
が
就
任
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、府
と
市
の〝
二

重
行
政
〟
の
弊
害
も
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
、
府
と
市
の

施
設
や
機
能
を
統
合
す
る
こ
と

で
大
幅
に
機
能
強
化
で
き
る
も

の
も
多
数
あ
り
ま
す
。

　
大
阪
府
庁
と
大
阪
市
役
所
が

バ
ラ
バ
ラ
に
取
り
組
む
の
で
は

ま
ず
は
大
阪
府
庁
と
大
阪

市
役
所
の
解
体
と
再
編
を

め
ざ
し
ま
す
！

大
阪
が
も
つ
潜
在
可
能
性

を
活
か
す
た
め
に
は
？

大阪維新をめざして、

図②　東京都、大阪府、大阪市の一人当たりの所得
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図①　東京都と大阪府のＧＤＰの推移
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を
結
成

大
阪
府
議
会

議　

員　

団動き始めています！

　
私
た
ち
は
、「
広
域
自
治
体
が
大

都
市
圏
の
成
長
を
支
え
、
基
礎
自

治
体
が
そ
の
果
実
を
住
民
の
た
め

に
配
分
す
る
」
と
い
う
新
た
な
地

域
経
営
モ
デ
ル
を
実
現
す
る
た
め
、

「
大
阪
維
新
の
会
大
阪
府
議
会
議
員

団
」
を
本
年
４
月
１
日
に
結
成
し

ま
し
た
。

　
今
後
、住
民
の
生
活
基
盤
（
安
心
）

に
関
わ
る
事
務
は
基
礎
自
治
体
が
、

ま
た
、
産
業
基
盤
（
競
争
・
成
長
）

に
関
わ
る
事
務
は
、
広
域
自
治
体

が
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
に
な
る

と
い
う
役
割
分
担
に
よ
り
、「
強
い

広
域
自
治
体
」
と
「
優
し
い
基
礎

自
治
体
」
で
大
阪
府
域
の
再
編
を

進
め
ま
す
。

国
家
、
例
え
ば
台
湾
や
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
一
国
並
み
の
経
済
力

を
有
し
て
い
ま
す
（
府
内
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
38
兆
円
）。
さ
ら
に
、
環

境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
等
の
分
野
で
は
世
界

を
リ
ー
ド
す
る
技
術
を
誇
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
を

牽
引
で
き
る
潜
在
可
能
性
は
十

分
あ
り
ま
す
。

　
大
阪
の
危
機
は
官
民
を
通
じ

て
認
識
さ
れ
、
様
々
な
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
が
バ
ラ

バ
ラ
な
た
め
、
大
阪
の
も
つ
潜

在
可
能
性
を
活
か
せ
ず
、「
負

の
ス
パ
イ
ラ
ル
」
か
ら
抜
け
出

せ
ず
に
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

交
通
等
様
々
な
分
野
の
取
り
組

み
を
一
つ
に
方
向
付
け
、
府
民

の
連
帯
意
識
を
育
て
る
た
め
の

「
Ｏ
ｎ
ｅ
大
阪
」
に
向
け
て
の

運
動
を
提
案
し
展
開
し
ま
す
。

大
阪
府
議
会
議
員
団

（
五
十
音
順
）

大
阪
維
新
の
会
平
成
22
年
７
月
１
日
現
在
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政
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会
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（
代
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（
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事
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表
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行
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副
幹
事
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副
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政
調
会
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）

（
幹
事
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ま
さ
し

所
属
議
員
に
関
す
る
情
報
は

各
議
員
の
ブ
ロ
グ・ツ
イ
ッ
タ
ー
で
ご
覧
く
だ
さ
い

図①②出展：内閣府経済社会総合研究所国民経済計算部
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